
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年１２月発行 

№１３８ 

三川少年少女 

発明クラブ事務局 

さまざまな発想で未来の夢を描いた作品のうち、３作品が受賞しました。 

おめでとうございます。受賞作品は全国展に推薦出品中です。（応募総数３０８点） 

「Ｅｙｅ Ｐｈｏｎｅ」 上野 菜々子さん （東郷小６年） 

これはコンタクト型の携帯機器です。物を持たずに電話が

できる、視覚補助でメガネがいらない、などと基本の機能

にすばらしい機能が付けられています。 

「地震発電」 髙橋 謙介 くん （横山小６年） 

地中のプレートにネジを入れて、地震が起きた時に反動で

多くの電気が作られることによって、災害の時に役立てる

仕組みを考えました。 

「歯みがきまくら」 芳賀 絢香 さん （東郷小４年） 

歯みがきしないで寝ちゃったことを感知して歯みがきをし

てくれるまくらです。虫歯予防に効果的なクリームもぬっ

てくれるので虫歯になりません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

   
 

 

 

 

 

 

 

11 月 27日（土）、テオトルの多目的ホールでものづくり体験教室を行い、県職業能力開発協会より派遣された“も

のづくりマイスター”2名に LED回転ライトの製作について指導していただきました。 

最初に、ものづくりマイスターの1人は小学校高学年から電子工作を始めて50年以上もの間、電子機器にかかわ

っていることを聞きました。また、あのアップルも“ものづくり”が大好きな2人が小さな車庫から始めた会社と聞き、

電子機器にはクラブ員の年代から興味がわくようなおもしろさがあるのだと思いました。 

次に、身近なところに LED機器（家庭では照明器具やリモコン、外では信号機や工事用の回転灯）はあり、今や現

代の生活になくてはならないものだということを学んで、点灯実験も行ってみました。 

いよいよ組み立てを始めると、クラブ員はピンセットを上手に使い抵抗器の足を折り曲げ、プリント基板に差し込ん

でいきました。はんだ付けの作業に入ると夢中になって次々に取り付けていきます。ほとんどのクラブ員が初めての

体験にもかかわらず、どんどん上達しているようでした。少し難しい部分もありましたが全員点灯し、見事完成させる

ことができました。マイナスドライバーで可変抵抗器を回すと、回転の速さを調節できることも分かりました。 

この体験教室を通して、ほとんどの電子機器には「プリント基板」が組み込まれ、「部品と部品に電気が流れるよう

にはんだ付けをする」という作業の役割を知ることができました。 

 

みんなの目が輝いてるね 早く組み立てたいなー 

1 番早く完成したよ！ 

がんばるぞっ 

上手になってきた♪ 

みんなバッチリできました！ 

またやってみてね 

はんだづけハマるね～ 

楽しかったー 


